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社名: ＪＢＣＣホールディングス株式会社

設立 : １９６４年４月１日

資本金 : ４６億８７百万円

連結社員数 : ２,５６３名

事業所 : 全国８２拠点（ＪＢグループ）

事業会社 : １２社

社名: ＪＢＣＣホールディングス株式会社

設立 : １９６４年４月１日

資本金 : ４６億８７百万円

連結社員数 : ２,５６３名

事業所 : 全国８２拠点（ＪＢグループ）

事業会社 : １２社

ＪＢグループの概要

(２００９年１０月１日現在)



■

主な出来事

４月 新生ＪＢＥＳ発足
ＪＢソフトウェア WebReport2.0 Datamart 発表

５月 ＪＢグループ ＩＴ Ｆｏｒｕｍ（東名阪） 開催
ゼネラル・ビジネス・サービスがグループに新規加入

６月 中国の都市銀行「大連銀行」へのＩＴサービス開始
セグウェイ 「体験走行」 発表

７月 自己株式の取得枠の設定（～１０月）

リード・レックスがグループに新規加入

８月 マイクロソフト ラージ・アカウント・リセラー認定
ＪＢソフトウェア 画面楽 発表

９月 環境、パンデミックのソリューション 発表
Google Apps 研修サービスを発表



■

ＪＢグループ 事業会社

営業
５８０

技術
１，４３６

社員数

(２００９年１０月１日現在)

ビジネス分野 事業会社

日本ビジネスコンピューター

ＪＢエンタープライズソリューション

シーアイエス

ソルネット

ゼネラル・ビジネス・サービス

リード・レックス

ＪＢサービス

ジェイビーシーシー･テクニカル･サービス

捷報（大連）信息技術有限公司

ｼｽﾃﾑ･ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ

ＩＴサプライ

製品開発製造 ＪＢアドバンスト・テクノロジー

シェアード・サービス Ｃ＆Ｃビジネスサービス

イグアス

情報ソリューション

事業再編事業再編
４月４月



■

事業会社の新たな加入

■従業員 ：１２０名

■事業内容：

¾情報ソリューション事業

¾ ＩＴ技術者の人材派遣・紹介

¾人材開発研修

■従業員 ：１０６名

■事業内容：

¾生産管理システム開発・販売・導入

¾インターネット総合ソリューション

ソリューションプロバイダー

クラウド・コンピューティング

自社開発：生産管理システムR-PiCS

中堅企業市場:シェア２０％

中国、タイにも拠点

情報ソリューション分野の強化

５月

ゼネラル・ビジネス・サービス

５月

ゼネラル・ビジネス・サービス
７月

リード・レックス

７月

リード・レックス



■

ＪＢソフトウェアを続々発表

ブラウザー上から誰でも簡単に。
経営分析、顧客分析などが可能な
ＢＩツール

ブラウザー上から誰でも簡単に。
経営分析、顧客分析などが可能な
ＢＩツール

画面を楽らくコピー。
高機能スクリーンキャプチャ
画面キャプチャ

画面を楽らくコピー。
高機能スクリーンキャプチャ
画面キャプチャ

自宅のPCを仮想オフィス端末化。
パンデミック、ワークスタイルの
変化にも柔軟に対応

自宅のPCを仮想オフィス端末化。
パンデミック、ワークスタイルの
変化にも柔軟に対応

情報資産を活かす、各種ソリューション



■

中国ビジネスが本格化

■大連銀行がＪＢＣＮ*の運用監視の仕組みを採用

金融機関として外部での運用監視が困難な

ため、SMAC大連同様の運用監視の仕組み

を銀行内に構築することを提案し構築支援

金融機関として外部での運用監視が困難な

ため、SMAC大連同様の運用監視の仕組み

を銀行内に構築することを提案し構築支援

*JBCN：捷報（大連）信息技術有限公司

■日系大手重工業企業の現地ＩＴ運用を支援

Ｍ社が、中国・大連にコスト競争力のある生産

拠点を設立。中国市場での事業を強力に展開

するにあたり、日本同等のIT運用支援を要望

Ｍ社が、中国・大連にコスト競争力のある生産

拠点を設立。中国市場での事業を強力に展開

するにあたり、日本同等のIT運用支援を要望



■

Ⅰ．上半期決算概要



■

総 括

●ＩＴ投資抑制、先送り

●上半期 減収減益

●配当 維持

●ＩＴ投資抑制、先送り

●上半期 減収減益

●配当 維持



■

損益計算書

08年上半期 09年上半期 前年比

売 上 高 48,263 39,157 -18.9% 

売 上 総 利 益 9,301 7,836 -15.8% 
％ 19.3% 20.0%

販 売 管 理 費 7,881 7,474 -5.2% 
％ 16.3% 19.1%

営 業 利 益 1,420 362 -74.5% 
％ 2.9% 0.9%

経 常 利 益 1,440 413 -71.3% 
％ 3.0% 1.1%

当 期 純 利 益 628 0 -99.9% 
％ 1.3% 0.0%

（単位：百万円）



■

貸借対照表

（単位：百万円） 自己資本比率 37.4% 37.2%

09年3月末 09年9月末 増減 09年3月末 09年9月末 増減

現 金 ・ 預 金 7,553 6,493 -1,060 支払手形・買掛金 10,790 8,832 -1,958 

受取手形・売掛金 15,260 13,574 -1,686 短 期 借 入 金 1,088 1,885 +797 

た な 卸 資 産 4,626 3,934 -691 そ の 他 6,242 5,457 -785 

そ の 他 2,633 3,401 +768 流 動 負 債 計 18,121 16,174 -1,946 

流 動 資 産 計 30,073 27,404 -2,669 長 期 借 入 金 - 256 +256 

有 形 固 定 資 産 1,790 2,098 +308 退 職 給 付 引 当 金 5,721 5,974 +252 

無 形 固 定 資 産 1,135 2,174 +1,038 そ の 他 188 479 +291 

投資その他の資産 5,389 5,641 +252 固 定 負 債 計 5,910 6,711 +801 

固 定 資 産 計 8,315 9,914 +1,599 純 資 産 計 14,357 14,432 +74 

資 産 合 計 38,389 37,318 -1,070 負債・純資産合計 38,389 37,318 -1,070 



■

キャッシュフロー計算書

（単位：百万円）

08年上半期 09年上半期 増減

営業活動によるフロー 841 △ 165 -1,006 

投資活動によるフロー △ 84 △ 764 -679 

財務活動によるフロー △ 1,168 △ 129 +1,039 



■

１株当たり配当金

２０１０年３月期 中間 １５円

１株当たり配当金

２０１０年３月期 中間 １５円

中間配当



■

事業分野別の状況

07年上半期 08年上半期 09年上半期 前年比

売 上 高 33,941 31,956 27,662 -13.6% 

総 利 益 7,064 6,909 6,126 -11.3% 
％ 20.8% 21.6% 22.2%

売 上 高 5,068 8,038 4,579 -43.0% 

総 利 益 700 1,044 724 -30.6% 
％ 13.8% 13.0% 15.8%

売 上 高 5,485 5,781 5,028 -13.0% 

総 利 益 683 681 493 -27.6% 
％ 12.5% 11.8% 9.8%

売 上 高 3,107 2,486 1,926 -22.5% 

総 利 益 549 666 491 -26.2% 
％ 17.7% 26.8% 25.5%

売 上 高 47,603 48,263 39,157 -18.9% 

総 利 益 8,997 9,301 7,836 -15.8% 
％ 18.9% 19.3% 20.0%

合計

情報ソリューション

ｼｽﾃﾑ･ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ

ＩＴサプライ

製品開発製造

（単位：百万円）



■

分野別内訳

（単位：百万円）

07年上半期 08年上半期 09年上半期 前年比
売 上 高 28,966 28,321 20,230 -28.6%
総 利 益 4,401 4,601 3,069 -33.3%

％ 15.2% 16.2% 15.2%
売 上 高 5,917 6,523 6,500 -0.3%
総 利 益 1,223 1,389 1,568 +12.9%

％ 20.7% 21.3% 24.1%
売 上 高 12,719 13,419 12,426 -7.4%
総 利 益 3,372 3,310 3,198 -3.4%

％ 26.5% 24.7% 25.7%
売 上 高 47,603 48,263 39,157 -18.9%
総 利 益 8,997 9,301 7,836 -15.8%

％ 18.9% 19.3% 20.0%
合　　計

　　サービス

　　ＳＩ

　　システム



■

販管費の削減

（単位：百万円）
※今年度新規加入事業会社を除く

08年上半期 09年上半期 増減

　人件費 4,826 4,438 -388 

　賃借料・事務所費 629 565 -64 

  その他 2,426 2,114 -312 

合　計 7,881 7,117 -764 



■

内製化の推進(JBCC)

５９．８％５５．９％サービス

４３．２％

新規 53.8%

３０．８％

新規 29.5%
ＳＩ

09年上半期08年上半期

＋12.4

＋3.9

(上半期目標:50%)

＋24.3



■

自己株式の取得、消却の状況

取　得 消　却 発行済株式数

2006年度 996,700 900,000 21,711,543

2007年度 933,400 － 21,711,543

2008年度 1,313,200 2,000,000 19,711,543

2009年
5～10月 531,300 1,000,000 18,711,543

※自己株式の継続的な取得(2009年10月30日発表)

2009年11月2日～2010年1月21日までに上限20万株取得予定

（単位：株）



■

Ⅱ．下半期の取り組み



■

国内 ＩＴ市場予測

・前年比成長率はマイナス7.7％と大幅に縮小

・2010年も前年比マイナス成長、プラス成長復帰は2011年以降

・パッケージSW市場は回復傾向、ハードウェア市場は継続的に縮小

２００８ ２００９ ２０１０

パッケージＳＷ
国内ＩＴ市場総計

IDC Japan 11/2009

ハードウェア

ITサービス
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■

下半期の取組み

環境の激変環境の激変

筋肉質ﾍの転換

積極的な情報発信(社内外)
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仕込を活かし成果へ 下期～

¾事業再編
¾新規加入
¾ＳＩ開発センター

今後への仕込～上期

1Q    2Q1Q    2Q 3Q    4Q3Q    4Q

¾グループマーケティング

¾中国ビジネス

¾新製品、新規分野

¾シェアード・サービス

売上高

利益

2009年2007年 2008年
▲



■

業績予想

売 上 高 92,541 85,000 -8.1% 

営 業 利 益 2,626 1,330 -49.4% 

％ 2.8% 1.6%

経 常 利 益 2,656 1,350 -49.2% 

％ 2.9% 1.6%

当 期 純 利 益 1,085 550 -49.3% 

％ 1.2% 0.6%

09年3月期 前期比
10年3月期
（予想）

（単位：百万円）



■

１株当たり配当金

２０１０年３月期（予想） 年間 ３０円

（中間配当＝１５円、期末配当＝１５円）

１株当たり配当金

２０１０年３月期（予想） 年間 ３０円

（中間配当＝１５円、期末配当＝１５円）

配当予想



■

Ⅲ．今後の発展
創立50周年にむけて



■
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第２の創業
ＩＢＭパートナー期

第２の創業
ＩＢＭパートナー期

1977 「ｼｽﾃﾑ-1漢字」

1983 「C-200」

第１の創業
自社ブランド展開期

第１の創業
自社ブランド展開期

1983 日本IBMとの提携
1999 東証二部上場

2000 東証一部上場

2006 純粋持株会社
2008 ＪＢ中国設立
2009 事業会社再編

第３の創業第３の創業第３の創業

1964 創立

ＪＢグループ 革新への取組み

売上高

利 益



■

ビジネス推移(直近5年間)
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■

環境

海外展開
(中国、アジア)

医療福祉

クラウド

ERP

BI

環境

海外展開
(中国、アジア)

医療福祉

クラウド

ERP

BI

ＪＢグループの注力分野

■ワークスタイルの変革

■ライフスタイルの変化

■ビジネスモデル、ＩＴ利用形態変化

■海外展開（中国，アジア）

■事業継続、パンデミック、災害対策

■ワークスタイルの変革

■ライフスタイルの変化

■ビジネスモデル、ＩＴ利用形態変化

■海外展開（中国，アジア）

■事業継続、パンデミック、災害対策

既存既存

ｼｽﾃﾑ開発

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ

自社ブランド

ディストリビューション

強化

新分野

■中堅企業：ビジネスポテンシャル

■クラウドコンピューティング

■伸長市場:医療福祉、環境等

■ストレージ市場の成長

■ＩＦＲＳ対応

■中堅企業：ビジネスポテンシャル

■クラウドコンピューティング

■伸長市場:医療福祉、環境等

■ストレージ市場の成長

■ＩＦＲＳ対応

ＩＴの可能性

環境の変化



■

新分野ヘの取組み、３Ｄモデラー

¾米国３Ｄ Ｓｙｓｔｅｍｓ社と日本国内独占販売契約へ

¾３Ｄモデラー「ProJet」シリーズを、業種業態を問わず
積極的に提案

¾幅広い活用分野
自動車業界、家電・電子機器

OA機器、医療機器、宝飾品等々の試作



■

２０１４年 創立５０周年にむけて

ＩＴの可能性を広く追求して、

社会、お客様、株主、社員と感動を共有し、信頼される

グローバルなベストサービスカンパニーを目指す。

ビジョン （目指す方向）

「ITの可能性を経営の可能性に」
ベストサービスカンパニーを目指す。

「自らマインド」
自らベストを考え行動する

良き企業市民を目指して
社会および環境との調和を図る



■

取締役専務執行役員

グループマーケティング担当

山田 隆司



■

１．クラウドビジネス



■

部分最適
ベストプラクティス

仮想化
サーバー統合

クラウド

ビジネスモデルの変化

自社所有

（オンプレミス）

仮想化



■

クラウド・インテグレーションセンターの開設
（Cloud Integration Center CLIC：通称クリック）

運用監視・運用支援
（お客様のシステム環境を
２４時間３６５日遠隔監視）

両
方
の
環
境
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
構
築
を
支
援
・検
証

CLICCLIC

お客様
環境

お客様
環境

クラウド
環境

クラウド
環境

お客様の
既存のシステム

プライベート・クラウドの
構築を支援

システムiの基盤
をクラウド提供

JBグループの
独自ソリューションを
サービスとして提供

クラウド構築の
コンサルテーションと
インプリメンテーション

連携

連携

SMACSMAC

パブリック・

クラウド環境

プライベート・

クラウド環境

お客様の課題を解決する２つのセンター



■

認証
基盤

ｸﾗｳﾄﾞ
管理

ネットワーク

ＪＢグループ
プライベート・クラウド環境

仮想サーバー

② サーバーロケーション統合① ネットワーク統合

③ 運用の統合

④ アプリケーション共有・統合

⑤ 各事業会社への
リソース提供・従量課金

データセンター

JBCC
C&CBS

JBS
iGUAZU JBAT CIS SOLNET JBES

データセンター

JB グループ
統合ネットワーク

業務
Ａ

業務
Ｂ

業務
Ｃ

ＪＢグループ プライベート・クラウド環境構築例

インターネット

各事業会社



■

ＪＢグループでのプライベート・クラウド管理画面

サーバー名
リソースに対する課金

リソースの利用状況

課金合計基本料金

＊VMware vSphere 4.0で構築運用



■

ライセンス クラウドサービスとして
提供

インフラ

パッケージ

サポート

ＩａａＳ提供ベンダー

オンプレミス（所有型） クラウド

お客様のシステム

・情報配信サービス

・周知徹底支援サービス
＋コンテンツサービス

・どこでも仮想・認証サービス

・安否確認支援サービス

・情報分析支援サービス

・印刷支援サービス

ＪＢソフトウェアをパブリック・クラウド上でサービス提供

予定クラウドサービス



■

２．ＢＩビジネス



■

注目されるＢＩ（Business Intelligence)ソリューション

ﾚﾎﾟｰﾄ作成

経営
ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ

ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞEXCEL

WHAT/IFWHAT/IF

分析機能分析機能

EXCELEXCEL

連携機能連携機能

表・グラフ表・グラフ

作成機能作成機能

多次元多次元

CUBE CUBE 

WebWeb

連携機能連携機能

データを見える化、魅せる化データを見える化、魅せる化自分のＰＣで自由に分析・加工自分のＰＣで自由に分析・加工

経営者
事業企画/ﾏｰｹﾃｲﾝｸﾞ

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｼｽﾃﾑﾊﾞｽ（ESB)ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｼｽﾃﾑﾊﾞｽ（ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｼｽﾃﾑﾊﾞｽ（ESB)ESB)

現場ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
業務担当者

計画
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

お客様のさまざまな基幹ｼｽﾃﾑお客様のさまざまな基幹ｼｽﾃﾑ 散在する散在する

データベースデータベース

経営分析支援

分析ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成

日本市場８％の伸長予測



■

おかげさまで累計！
６０００６０００サーバーサーバー導入導入!!!!

開発不要！
ＧＵＩで簡単レイアウト設計！
直感的表示！

ＪＢソフトウェアのＢＩツール販売実績



■

ＢＩソリューションの強化（ＩＢＭコグノス協業）

Ｃｏｇｎｏｓ ８

Ｃｏｇｎｏｓ Ｅｘｐｒｅｓｓ

データマート ＯＬＡＰレポーティング 計画
企業規模

１００

ﾕｰｻﾞｰ

従業員

千人

・日本ＩＢＭと提携強化（営業・ＳＥ認定資格取得）

・業種特化、テンプレート化、コンサルティングを推進

ＷｅｂＲｅｐｏｒｔ

Cognosの販売強化



■

３．ＥＲＰビジネス



■

ＳＩビジネスの方向性

オープン

パッケージ

Ｓｙｓｔｅｍ ｉ向けＥＲＰ
Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｖｉｓｉｏｎ

レガシー

スクラッチ

手作り
（従来型）

ＳＡＰ,ＳｍｉｌｅＢＳ

ＳＯＡ型

・手作りからパッケージ（ＥＲＰ）へ

・業種特化、テンプレート、ＳＯＡ化

ＳＩコア型パッケージ

他社製スタンダード

＋ＪＢソフトウェアの利用

自前のソリューショ
ン

＋ＪＢソフトウェア

Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｖｉｓｉｏｎ
Ｒ－ＰｉＣＳ

ＥＲＰ



■

R-PiCSは、製造業におけるエンジニアリング・バリューチェーンと

サプライチェーンのプロセスの要を担う生産管理システムです

開発・設計開発・設計

生産管理生産管理

製
品
在
庫

製
品
在
庫

資
材
在
庫

資
材
在
庫

購買購買
販売・

物流

販売・

物流

原価原価

収益管理収益管理

顧
客
顧
客

仕
入
先

仕
入
先

エンジニアリング・バリューチェーン

サプライチェーン

R-PiCS範囲

生産管理ＥＲＰ「R-PiCS」（リード・レックス）

◆導入実績５４０社（日本の製造現場の実情に即し、改良を重ねている）
中堅向けＮＯ．１の実績



■

中堅・中規模企業向け

・ノンカスタマイズ志向

ＪＢグループのＥＲＰ戦略

ＥＶ： Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｖｉｓｉｏｎ

■お客様規模に合わせた品揃え
Ｒ－ＰｉＣＳの本格的取扱い、業種事例展開

中堅・大手企業向け

・デファクトスタンダード

統合ＥＲＰ ＳＡＰ

中堅企業向け

・製造業はブランド力ある

Ｒ－ＰｉＣＳ主軸

・販売・人給はＥＶ主軸

・会計はＳＳ主軸

・強みであるＳｙｓｔｅｍ ｉ

・グループでＳＥデリバリーシナジー

・業種事例展開



■

ありがとうございました。

本資料に記載されている将来の動向や業績等に関する見通しは、将来の
予測であって、リスクや不確定要素を含んでおります。
したがいまして、実際の業績は様々な要因により見通しとは異なる結果
となる可能性があることをご了承ください。

資料についてのご注意資料についてのご注意



■


